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商品市況展望 平成 24 年 7 月 8 日記 

 

 米 6 月失業率 横ばいの 8.2％ 回復鈍化続く 

産経新聞 7 月 7 日(土)7 時 55 分配信 

 【ワシントン＝柿内公輔】米労働省が６日発表した６月の雇用統計は、失業率が前月から横ばいの８・

２％だった。景気動向を敏感に反映する非農業部門の就業者数は前月比８万人増にとどまり、雇用回復

ペースの鈍化が続いている。 

 

 就業者数は、上方修正された前月（７万７千人増）を若干上回ったものの、市場予想（９万人増）を

下回った。特に民間部門は８万４千人増で、雇用改善の目安とされる１０万人を下回った。小売りが５

万４千人減とマイナスに転じたことなどが響いた。政府部門も減少が続いている。 

 

 雇用回復ペースの鈍化が続いている背景には、製造業などで景況感が悪化している中で、企業が新規

雇用に慎重になっていることがある。個人消費も伸び悩み、欧州債務危機の再燃も米経済を冷やしてい

る。景気の下支えに向けて、追加金融緩和など当局の政策対応への関心も高まりそうだ。 

 

 注目の米雇用統計が発表されたわけだが、発表された数字は｢まあ、こんなものか｣というとこ

ろ。株は一時 150 ドルほど下落し、商品も金や石油を中心に下落したわけだが、下記の為替で

のニュースが判りやすかったか。 

 

 雇用統計の数字が良ければ、普通は株式・商品市場ともに買われるわけだ。では、良くなかっ

たら売られるかというと、必ずしもそうでもない。異常に数字が悪ければ、FRB は金融緩和＝

QE3 を行うだろうとの観測が出るわけで、そうなると暴騰するわけであり、今回の発表では｢即

座に QE3 を実行しなければならないほどの弱さでもない｣と、ちょっと下落したというわけだ。 

 

NY 為替概況 予想下回る米雇用統計でリスク回避 ユーロドルは一時年初来安値更新 

：2012/07/07 （土） 06:26 

：2012/07/07 （土） 06:16  

6 日の NY 市場、この日発表になった米雇用統計が予想を下回ったことで、市場全体にリスク回避の雰囲

気が強まり、円相場は円高の動き、ドル相場はドル高の動きが強まって、ユーロやポンドは大きく下落

している。 

 

非農業部門雇用者数（NFP）は 8 万人増となり、予想（10 万人増）を下回った。前日の雇用関連指標が

強い内容で、予想自体がやや嵩上げされていた面もあったことから、印象としては予想範囲内の下限と

いったところ。不透明感は根強いが、FRB が即座に QE3 を実施しなければならないほどの弱さでもな

い。 

 

ユーロドルは一時 1.2260 近辺まで下落し、6 月 1 日に付けた年初来安値を下回る場面も見られた。ユー

ロ円も売りが強まり、97.65 付近まで下げ幅を拡大、雇用統計後に 100 ポイント超下落した格好となっ

た。前日に 10 日線と 21 日線のデットクロスが示現していたが、きょうの動きはそのサインを裏付ける
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形となっており、6/1 に付けた年初来安値 95.55 を目指す流れが形成されている。 

 

ドル円も円高の動きから下落。一時 79.50 近辺まで値を落としたが、後半は下げ一服となり 21 日線（本

日 79.55）水準は維持された格好。底堅さはあるものの、80 円台は更に重くなった印象も。 

 

 また円が買われ、ユーロが一番弱い状況になったのが、今回の雇用統計発表後の動きである。

先週号でコメントした｢EU 合意｣からの商品相場の反騰も、結局は予測通りに ECB 理事会まで

だったわけだ。 

 スペイン国債の金利は再び上昇し、銀行監督メカニズム設置の後の融資などというゆったりし

た話は、あっという間に市場の批判を浴びたという事だ。先週号での懸念が、早くも台頭したと

いうこと。 

 

 やはり商品相場が高騰するためには（だが高騰は、商品相場の買い方以外には誰も喜ばない現

象ではあるが）、QE3 が無いとダメなのだろう。大きな流れは、そういう風になっているんじゃ

あるまいか。 

 

 

 

〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

今週の金の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 2 日 \4,077 68 \4,079 68 

7 月 3 日 \4,124 47 \4,125 46 

7 月 4 日 \4,155 31 \4,156 31 

7 月 5 日 \4,148 -7 \4,148 -8 

7 月 6 日 \4,121 -27 \4,123 -25 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『今のところ週末からの金の急騰は、多分に一過性のものの可能

性が強いと思われる。だがチャートが好転するようなら、それだけで買われる可能性もあるので、

来週前半の動きに注目である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週前半に上昇した相場が 4,1754,1754,1754,175 円（円（円（円（7/47/47/47/4））））の高値まで上昇したが、その後

は軟化。雇用統計の発表があった週末の夜間取引では、4,0464,0464,0464,046 円円円円の安値まで一気に下落している。 

○東京金日足 

…削除済み… 

年初来の高値 4,6544,6544,6544,654 円（円（円（円（2/272/272/272/27）→）→）→）→3,3,3,3,888886868686 円（円（円（円（6/46/46/46/4））））まで 768 円下げた相場は、4,1834,1834,1834,183 円（円（円（円（6/76/76/76/7））））

まで 297 円幅戻し（3 分の 1 戻し）、再度 4,000 円を割り込んで、今週は戻り高値に近い 4,1754,1754,1754,175

円までは上がったわけだ円までは上がったわけだ円までは上がったわけだ円までは上がったわけだ。 

しかししかししかししかし 4,1834,1834,1834,183 円は結局超えられず、週末の夜間取引では急落円は結局超えられず、週末の夜間取引では急落円は結局超えられず、週末の夜間取引では急落円は結局超えられず、週末の夜間取引では急落。あっという間に、また 100 円

以上値を消したわけだ。 

 

 先週号で『今後も予想どおりであれば、ここからの高値はまた利食い場であろう』としたが、

今回も正解となったわけだ。 

 当方としては、米国が金融緩和＝QE3 を実行すれば、それこそ 5,000 円台まで駆け上がると思
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っているのであるが、それが金の大天井。何時になるか判らんが、それで天井を打ったあとは、

10 年間延々と下げ続ける相場になると思っているので、本当の勝負はそこだろうと考えている

わけだ。 

 ただ、今回の雇用統計ではただ、今回の雇用統計ではただ、今回の雇用統計ではただ、今回の雇用統計では｢即座に｢即座に｢即座に｢即座に QE3QE3QE3QE3 を実行しなければならないほどの弱さでもない｣わけを実行しなければならないほどの弱さでもない｣わけを実行しなければならないほどの弱さでもない｣わけを実行しなければならないほどの弱さでもない｣わけ

だし、かと言って決して良いわけでもないわけで、何だかはっきりしない曇り空のような相場だし、かと言って決して良いわけでもないわけで、何だかはっきりしない曇り空のような相場だし、かと言って決して良いわけでもないわけで、何だかはっきりしない曇り空のような相場だし、かと言って決して良いわけでもないわけで、何だかはっきりしない曇り空のような相場

が続くのだろうが続くのだろうが続くのだろうが続くのだろう。 

 こういう時は、基本的に逆張りをしておくしかなかろう。安けりゃ買い、高けりゃ売りである。

相場観など 3 日も続けば十分だ。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,121 

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,121 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,122 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,124 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \3,886 6 月 4 日 \4,124 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \\\\4,1754,1754,1754,175    7777 月月月月 4444 日日日日    \3,961 6 月 29 日 \4,123 

  

○NY 金日足（7/5 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/67/67/67/6 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 30.530.530.530.5 ドルドルドルドル安安安安のののの 1578.91578.91578.91578.9 ドルドルドルドルでの終了での終了での終了での終了。また 1600 ドル台を割り

込み、国内換算価格は 15 時半比では 74 円安である。 

 

NY 金のチャートは、…中略… 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/37/37/37/3 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

6/6/6/6/22229999 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、戻り高値を超えられず、息切れして反落した相場である。次は下

値を試すのだろうが、これもまた底抜けするような大きな下げにはならぬと考える。 

 

 

今週のプラチナの動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 2 日 \3,680 98 \3,697 72 

7 月 3 日 \3,772 92 \3,780 83 

7 月 4 日 \3,822 50 \3,840 60 

7 月 5 日 \3,803 -19 \3,820 -20 

7 月 6 日 \3,780 -23 \3,799 -21 
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プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『3,500 円割れで底は入っている相場ゆえ、週末の安値は

2 番底であろう。だが EU 合意だけで、すぐに大きな買い相場になるとまでは思えず、押し目買

いを継続。急騰場面は利食いも必要だろうと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けからは 3 連騰となって 3,8553,8553,8553,855 円円円円の高値を記録するものの、週末に掛

けては反落。3,799 円で週末は終えたが、夜間取引では米雇用統計を受けて 3,7213,7213,7213,721 円円円円まで大きく

値を消している。 

○東京プラチナ日足 

…削除済み… 

4,5894,5894,5894,589 円（円（円（円（3/143/143/143/14））））→→→→3,3,3,3,499499499499 円（円（円（円（6/46/46/46/4））））まで 1,090 円下げた相場は、3,83,83,83,863636363 円（円（円（円（6/16/16/16/18888））））まで 364 円

幅（3 分の 1 戻し）を入れ、再度の下落で 3,5003,5003,5003,500 円台へ円台へ円台へ円台へ。しかし先週から一気に戻した相場は、

3,8553,8553,8553,855 円円円円までは戻したわけだ。 

だがだがだがだが 3,8633,8633,8633,863 円突破はならずで、結局また反落してしまったわけである円突破はならずで、結局また反落してしまったわけである円突破はならずで、結局また反落してしまったわけである円突破はならずで、結局また反落してしまったわけである。3,800 円台には戻せて

も、すぐの 4,000 円というのは難しいのだろうなあ…というところ。 

 

先先週号でも『当方としては、まだ 3,499 円を大底とする上げ相場の中での押しという見方だ

が、4,000 円台回復には非常に時間が掛かりそうだ…というのが今の見解。押し目買いというよ

りは、逆張りと見たほうが良いかもしれない』としていたわけだが、｢｢｢｢EUEUEUEU 合意｣は単なる短期的合意｣は単なる短期的合意｣は単なる短期的合意｣は単なる短期的

な買い材料だったということで、おそらく今回の雇用統計も短期的な下げ材料か…な買い材料だったということで、おそらく今回の雇用統計も短期的な下げ材料か…な買い材料だったということで、おそらく今回の雇用統計も短期的な下げ材料か…な買い材料だったということで、おそらく今回の雇用統計も短期的な下げ材料か…。 

 

欧州を材料にした悲観論、楽観論は…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\3,780 

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,794 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,376 

12 月 30

日 

\3,803 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,499 6 月 4 日 \3,800 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \3,499 6 月 4 日 \3,800 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \\\\3,8553,8553,8553,855    7777 月月月月 5555 日日日日    \3,546 6 月 29 日 \3,799 

 

〇白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、3,799 円（プラチナ）－4,123 円（金）＝－－－－333324242424 円円円円。 

 

6/19 に－300 円まで詰まったが、これを抜けられればサヤは縮小トレンドだが、また 3 番底を

付けに行くかもしれない。 

 

結論として当方の相場観は、雇用統計発表後の下落で、来週前半は軟調な展開であろう。しか
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し大きな下げにはならないと思われ、押し目はまた買い場か。逆張りの展開がまだ続くと予測す

る。 

 

 

    

〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

今週のコーンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

7 月 2 日 \27,570 420 \25,540 370 

7 月 3 日 \27,940 370 \26,490 950 

7 月 4 日 \27,970 30 \26,230 -260 

7 月 5 日 \28,140 170 \26,740 510 

7 月 6 日 \28,700 560 \27,140 400 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『ここ 1 週間～2 週間ほどのタイムサイクルの中で、ひとまず天井を付ける

のではあるまいか。年初来高値にいる銘柄の売り狙いこそ、相場の醍醐味であろうと思うが…さ

て？』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末まで全限一代高値の更新全限一代高値の更新全限一代高値の更新全限一代高値の更新となり、ついに先物も 27,000 円乗せに。高

値は 27,350 円まであり、その後の夜間取引では 27,40027,40027,40027,400 円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録。 

○ 東京コーン日足 

…削除済み… 

6/196/196/196/19 のののの 21,49021,49021,49021,490 円からの上昇で逆三尊底を付けた相場は、抵抗ラインの円からの上昇で逆三尊底を付けた相場は、抵抗ラインの円からの上昇で逆三尊底を付けた相場は、抵抗ラインの円からの上昇で逆三尊底を付けた相場は、抵抗ラインの 22,50022,50022,50022,500 円（円（円（円（6/116/116/116/11）、）、）、）、

23,03023,03023,03023,030 円（円（円（円（5/215/215/215/21）を次々と突破し、）を次々と突破し、）を次々と突破し、）を次々と突破し、先週先週先週先週はついにはついにはついにはついに 25,18025,18025,18025,180 円（円（円（円（3/193/193/193/19）も突破して）も突破して）も突破して）も突破して、今週は、今週は、今週は、今週は年初来年初来年初来年初来

高値高値高値高値をどんどんをどんどんをどんどんをどんどん更新更新更新更新中で中で中で中で 27,00027,00027,00027,000 円へ円へ円へ円へ。 

 

何だかんだで 6,000 円ほど上がって来たわけであり、1 枚＝30 万円の動きである。元々は、75

年ぶりの作付面積の増加から 2 万円割れを相場観として持っていた当方であるが、さすがにここ

まで騰るとショックは大きい。コーンベルトは、そんなに凄まじいホット＆ドライなのか？ 

一部では、今年は播種が早かったため受粉期入りも早く、すでに作柄は勝負あり！だとの意見

もある。だが、そんなことはない＝雨が降れば相応に下がるとまだ当方は考えているのだが、次

の 1 週間でそのような動きが出なければ、レーショニングが起きるまではダメなのだろう。 

 

相対力指数はすでに 80 ポイントを大きく超えており、異常値を表示。貴金属や石油も春には

そんなことがあったが、その後の動きを見れば、天井を打ちさえすれば相場は上げた分だけ下が

るわけだが、さてどのタイミングで天井を打つかである。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \\\\28,90028,90028,90028,900    7777 月月月月 6666 日日日日    \21,930 

11 月 28

日 

\28,700 

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\\\\26,50026,50026,50026,500    7777 月月月月 6666 日日日日    \21,060 6 月 4 日 \26,500 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\\\\26,92026,92026,92026,920    7777 月月月月 6666 日日日日    \20,520 6 月 4 日 \26,900 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \\\\26,65026,65026,65026,650    7777 月月月月 6666 日日日日    \20,820 6 月 4 日 \26,620 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \\\\27,00027,00027,00027,000    7777 月月月月 6666 日日日日    \21,040 6 月 4 日 \26,840 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \\\\27,35027,35027,35027,350    7777 月月月月 6666 日日日日    \21,490 6 月 18 日 \27,140 

  

○シカゴコーン日足（7/5 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/67/67/67/6 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、7777 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 24.7524.7524.7524.75 セントセントセントセント安安安安のののの 743.25743.25743.25743.25 セントセントセントセント。期近だけではな

く、他の限月もすでに 7 ドル台突破だが、週末は久々に下落したわけだ。 

国内換算では 15 時半比 100 円安であるが、これは夜間取引で織り込み済みであり、週明けの

夜間取引次第での動きとなろう。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/37/37/37/3 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは…中略… 

 

なお生産高予測に関しては、インフォーマ社が見通しを下方修正した。 

〇生産高生産高生産高生産高        136136136136 億億億億 4100410041004100 万万万万 BuBuBuBu（6 月米農務省発表では、147 億 9000 万 Bu） 

〇単収   153.5Bu/Ac   （同 166.0Bu/Ac） 

〇収穫面積 8890 万 Ac 

 以上のように、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、急騰中の相場ゆえ、相対力指数が買われすぎを示唆している以外

は、まだ天井形成の示唆は無し。しかし、相場は永遠に上がるわけではないので、売り場探し継

続のままで良かろう。 

 

 

今週の大豆の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 2 日 \48,530 650 \48,500 760 

7 月 3 日 \49,900 1370 \49,020 520 

7 月 4 日 \49,500 -400 \48,940 -80 

7 月 5 日 \50,100 600 \49,670 730 

7 月 6 日 \51,200 1100 \50,150 480 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『大豆はコーンから遅れて天井を打つケースが多く、つまりはコーンが明確

に天井を打つまでは押し目買い。その後に、大きな利は売りで取る相場であろう』とコメントし

た。 
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今週の相場展開は、高値追いした相場が 5 万円の大台乗せ。週末は先物高値で 50,67050,67050,67050,670 円円円円を記

録した他、全限一代高値の更新となった。 

○ 東京大豆日足 

…削除済み… 

今週はついに 5555 万円台突破である万円台突破である万円台突破である万円台突破である。今の買われている要因がホット＆ドライであるため、コー

ンの方が大豆よりもダイレクトに反応しているわけだが、これはコーンの収穫が先なのだからあ

る意味当然。 

だがファンダメンタルズが強い大豆も、おおよそ 1 万円の上げとなってきたわけで、5 万円台

乗せは昨年の夏以来である。 

 

ともかく、コーンが明確に天井を打たないと大豆も下げないのだろうともかく、コーンが明確に天井を打たないと大豆も下げないのだろうともかく、コーンが明確に天井を打たないと大豆も下げないのだろうともかく、コーンが明確に天井を打たないと大豆も下げないのだろう。しかも在庫率はコー在庫率はコー在庫率はコー在庫率はコー

ンのンのンのンの 13.7%13.7%13.7%13.7%に対しに対しに対しに対し（これは下方修正されるは必至だろうが）、大豆は大豆は大豆は大豆は 4.3%4.3%4.3%4.3%と明らかに少なく、こ

れがファンダメンタルズが強いと当方がコメントする根拠である。 

だが今回のホット＆ドライでは、週末に出たインフォーマ社の予測を見ても、さほどの生産高さほどの生産高さほどの生産高さほどの生産高

低下は予測されていない低下は予測されていない低下は予測されていない低下は予測されていない。 

〇生産高  31313131 億億億億 6100610061006100 万万万万 BuBuBuBu（6 月米農務省発表では、32 億 500 万 Bu） 

〇単収   42.0Bu/Ac 

〇収穫面積 7530 万 Ac 

 下方修正ではあるものの、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \\\\51,20051,20051,20051,200    7777 月月月月 6666 日日日日    \35,610 

12 月 15

日 

\51,200 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \\\\53,00053,00053,00053,000    7777 月月月月 6666 日日日日    \36,410 

12 月 15

日 

\52,320 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \\\\52,50052,50052,50052,500    7777 月月月月 6666 日日日日    \36,830 

12 月 16

日 

\51,850 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \\\\50,15050,15050,15050,150    7777 月月月月 6666 日日日日    \41,050 2 月 16 日 \49,900 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \\\\50,40050,40050,40050,400    7777 月月月月 6666 日日日日    \41,750 6 月 4 日 \50,170 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \\\\50,67050,67050,67050,670    7777 月月月月 6666 日日日日    \44,400 6 月 18 日 \50,150 

 

○シカゴ大豆日足（7/5 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/67/67/67/6 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、7777 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 6666.75.75.75.75 セントセントセントセント高高高高のののの 1619161916191619.75.75.75.75 セントセントセントセント。今週は 15 ドルど

ころか 16 ドル台乗せに吹き上げたのだが、週末は新穀では 20 セントあまり安い。 

国内換算では 190 円安であるが、中心限月はすでに 9 月きりに移行しているが、チャートがま

だ 7 月限を表示している事をご理解あれ。 

 

チャートではチャートではチャートではチャートでは…中略… 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/37/37/37/3 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 
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結論として当方の相場観は、5 万円台から上は、さすがにもう買えない価格であろう。ここか

らの上昇分は一撃で値を消すケースもあろうし、まだ本格的には売れないかもしれないが、買う

相場ではないだろうと読む。 

 

 

 

〔〔〔〔コメコメコメコメ〕〕〕〕    

今週のコメの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

7 月 2 日 \16,200 -40 \15,850 0 

7 月 3 日 \16,190 -10 \15,580 -270 

7 月 4 日 \16,080 -110 \15,710 130 

7 月 5 日 \16,200 120 \15,700 -10 

7 月 6 日 \16,200 0 \15,690 -10 

〇東京コメ日足 

…削除済み… 

市場は、寄りでバイカイが出る以外は商い無しの状態が続いており、確かに今は仕掛けづらい

時期であるとはいえ、それ以上に人気がない状況だ。 

何でこうなるかと言えば、マーケットメイクする会社がないためだ。マーケットメイクをする

事の重要性を理解する経営者も役人も今は皆無であり、やり方も判らんのだろう。 

いかりや長介ならこういうはずだ。｢ダメだ、こりゃ｣ 

    

東京コメ一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \14,240 1 月 23 日 \17,700 5 月 16 日 \13,820 1 月 26 日 \16,200 

2012 年 8 月 \14,200 2 月 21 日 \16,940 5 月 16 日 \14,090 4 月 2 日 \15,600 

2012 年 9 月 \14,200 3 月 21 日 \16,690 5 月 14 日 \13,990 4 月 2 日 \15,500 

2012 年 10 月 \15,210 4 月 23 日 \16,710 5 月 15 日 \15,100 6 月 7 日 \15,700 

2012 年 11 月 \15,500 5 月 21 日 \16,080 6 月 19 日 \15,000 5 月 24 日 \15,700 

2012 年 12 月 \15,900 6 月 21 日 \15,900 6 月 21 日 \15,440 6 月 21 日 \15,690 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

今週のゴムの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

7 月 2 日 241.5 5.8 246.2 6.0 

7 月 3 日 244.8 3.3 251.2 5.0 

7 月 4 日 250.8 6.0 256.6 5.4 

7 月 5 日 246.0 -4.8 254.8 -1.8 

7 月 6 日 249.0 3.0 255.2 0.4 

先週号においては『チャートが買いに変化するようなら逆らわないが、今回の上げはまだ戻り

の範囲内だろう。タイ政府の動向によっては、また下げに拍車が掛かるケースも十分に有り得る

だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週半ばまでの上昇で 259.6259.6259.6259.6 円（円（円（円（7/47/47/47/4）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。6 月の戻り高値を更新し、

チャートは綺麗な逆三尊を形成チャートは綺麗な逆三尊を形成チャートは綺麗な逆三尊を形成チャートは綺麗な逆三尊を形成したが、その後は伸び悩んで 255 円台半ばで終了。その後の夜間

取引では、251251251251 円台まで値を消して終わっている円台まで値を消して終わっている円台まで値を消して終わっている円台まで値を消して終わっている。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

20202020 円も戻せば、また下げて安値更新となって円も戻せば、また下げて安値更新となって円も戻せば、また下げて安値更新となって円も戻せば、また下げて安値更新となっていたいたいたいた相場相場相場相場だったが、今週半ばまでの反騰で逆三だったが、今週半ばまでの反騰で逆三だったが、今週半ばまでの反騰で逆三だったが、今週半ばまでの反騰で逆三

尊を形成尊を形成尊を形成尊を形成。 

やっと相場やっと相場やっと相場やっと相場トレンドが変化トレンドが変化トレンドが変化トレンドが変化した…と思えたが、抜けたところを買った筋はまた捕まった気配した…と思えたが、抜けたところを買った筋はまた捕まった気配した…と思えたが、抜けたところを買った筋はまた捕まった気配した…と思えたが、抜けたところを買った筋はまた捕まった気配。

なかなか意地の悪い動きをしているわけで、ちょっと目先は方向感がつかめない。EU 合意に関

しては元々期待していなかったが、今度はチャートにも騙されるのか？ 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2 月 27 日 229.2 6 月 29 日 249.0 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 230.0 6 月 29 日 247.2 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 231.8 6 月 29 日 251.0 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 230.8 6 月 25 日 252.7 

2012 年 11 月 267.8 5 月 28 日 274.0 5 月 30 日 227.8 6 月 25 日 254.3 

2012 年 12 月 233.3 6 月 26 日 259.6259.6259.6259.6    7777 月月月月 4444 日日日日    232.8 6 月 26 日 255.2 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、7 月限 249.0 円～12 月限 255.2 円と 6.26.26.26.2 円の円の円の円の順順順順ザヤザヤザヤザヤ。期近には期限切れの現物

が渡ると見られており、順ザヤ幅は拡大傾向だ。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、6/30 現在で 908 トン減の 11,807 トン。5 旬連続の減少である。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、24,000 元台まで戻し、その後はもみ合い。 
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さて今週は、タイの介入タイの介入タイの介入タイの介入の新たなニュースも無くの新たなニュースも無くの新たなニュースも無くの新たなニュースも無く、市場は EU 合意で戻し、米雇用統計を警戒

し、利食われて終わったわけだが、まだこの後の展開は不透明感が漂っている状況だ。相場は理

屈をこじつけても儲からないので、わからんものは判らんと時を待つしかない。 

 

 結論として当方の相場観は、チャートは綺麗な逆三尊を形成したが、そこで戻りが終わってし

まった展開だ。次の一手は不透明で、しばらく方向感を探る展開が続くだろう。 

 

 

    

〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

今週の原油の値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

7 月 2 日 \47,550 1770 \46,970  

7 月 3 日 \48,010 460 \47,400 430 

7 月 4 日 \49,000 990 \48,490 1090 

7 月 5 日 \48,760 -240 \48,020 -470 

7 月 6 日 \49,000 240 \48,260 240 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『底入れ完了したのか？一過性の戻りなのか？の判断は、来週の動きでハッ

キリするだろう。トレンドが発生すれば、簡単に 1 万円は動く相場ゆえ、慌てる事はあるまい』

とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 6/76/76/76/7 の戻り高値を更新する急反騰となったものの、週末はそこの戻り高値を更新する急反騰となったものの、週末はそこの戻り高値を更新する急反騰となったものの、週末はそこの戻り高値を更新する急反騰となったものの、週末はそこ

から失速から失速から失速から失速。84 ドル台まで下落しての終了となった。 

 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、44,44,44,44,190190190190 円円円円（（（（6/266/266/266/26））））→→→→49,21049,21049,21049,210 円（円（円（円（7/67/67/67/6）まで）まで）まで）まで 5,0205,0205,0205,020 円の反騰の後、夜間取引では円の反騰の後、夜間取引では円の反騰の後、夜間取引では円の反騰の後、夜間取引では

47,20047,20047,20047,200 円台まで円台まで円台まで円台まで 2,0002,0002,0002,000 円ほど値を消している円ほど値を消している円ほど値を消している円ほど値を消している。 

 

○ NY 原油日足（7/5 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/67/67/67/6 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 2.772.772.772.77 ドルドルドルドル安安安安のののの 84.84.84.84.45454545 ドルドルドルドル。戻り高値を突破して、さあこれか

らというところで、米雇用統計を受けて失速だ米雇用統計を受けて失速だ米雇用統計を受けて失速だ米雇用統計を受けて失速だ。雇用統計の数字がかなり悪かったわけではない

が、適度に悪くて、QE3 観測も遠のいたのが原因だ。 

国内換算では、15 時半比 1,090 円安であるが、夜間取引ですでに織り込み済みだ。 

 

今週の急騰要因だった｢EU 合意｣に関しては、すでにユーロも失速しているため、すでに終わ

った材料という感が大きい。では雇用統計はと言えば、これもあってもう数日の材料なのだろう。

次に何が出るかが問題だが、普通なら戻り高値は抜いたのだから、押し目買いと見るのが妥当な

のだろうが、さてその通りに動いてくれるかどうか。 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは…中略… 

 

 7/37/37/37/3 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 
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○東京原油日足 

…削除済み… 

63,55063,55063,55063,550 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→44,19044,19044,19044,190 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）まで）まで）まで）まで 19,36019,36019,36019,360 円円円円とととと 2222 万円近く万円近く万円近く万円近く下げた相場下げた相場下げた相場下げた相場がががが、、、、今週は今週は今週は今週は 49,21049,21049,21049,210

円まで円まで円まで円まで 5,0005,0005,0005,000 円ほどの戻り円ほどの戻り円ほどの戻り円ほどの戻り。 

6 月の戻り高値を抜いたのだから、今後は押し目買いに入ると考えるのが普通だが、5,000 円

戻した分の半値近くを、すでに週末から夜間取引で消しているわけだ。 

 

先週号で『欧州債務危機がこの EU 合意で完全解決したとは到底思えないが、2 万円も下げた

のだから、3 分の 1 戻しの 7,000 円ほどは戻してもバチは当たらんだろうが、さて？』としたが、

まあともかく最近の相場は微妙なところで逆行する。 

普通に考えれば、来週は逆張りであろう普通に考えれば、来週は逆張りであろう普通に考えれば、来週は逆張りであろう普通に考えれば、来週は逆張りであろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \63,810 3 月 15 日 \44,000 6 月 26 日 \49,000 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \44,230 6 月 22 日 \48,720 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \43,780 6 月 26 日 \48,640 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \44,310 6 月 26 日 \48,500 

2012 年 11 月 \47,650 5 月 1 日 \\\\49,30049,30049,30049,300    7777 月月月月 6666 日日日日    \44,190 6 月 26 日 \48,350 

2012 年 12 月 \\\\47,58047,58047,58047,580    7777 月月月月 2222 日日日日    \\\\49,21049,21049,21049,210    7777 月月月月 6666 日日日日    \\\\46,24046,24046,24046,240    7777 月月月月 3333 日日日日    \48,260 

  

結論として当方の相場観は、しばらくは 46,000 円～49,000 円でのもみ合いか。突っ込みを買

い、戻りを売る作戦で良いだろう。 

 

 

今週のガソリンの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

7 月 2 日 \60,600 1600 \56,300 1600 

7 月 3 日 \60,950 350 \57,040 740 

7 月 4 日 \62,060 1110 \58,520 1480 

7 月 5 日 \61,450 -610 \57,950 -570 

7 月 6 日 \61,770 320 \57,920 -30 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…先週号においては『本格的な底入れ→上昇相場に転換したかどうかは、

来週の動き次第であろう。しかし大きく下げた相場だけに、目先は応分の戻りはあるか。問題は

その後であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、53,46053,46053,46053,460 円（円（円（円（6/266/266/266/26））））から急反騰した相場が 59,17059,17059,17059,170 円（円（円（円（7/67/67/67/6）まで）まで）まで）まで 6,0006,0006,0006,000 円円円円

近く反騰近く反騰近く反騰近く反騰。しかしその後失速し、夜間取引では夜間取引では夜間取引では夜間取引では 56,70056,70056,70056,700 円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録している。高値からは

2,500 円近い下落だ。 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

77,81077,81077,81077,810 円（円（円（円（3/3/3/3/15151515）→）→）→）→53,46053,46053,46053,460 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）まで）まで）まで）まで 24,35024,35024,35024,350 円円円円下げた相場は下げた相場は下げた相場は下げた相場は、、、、59,17059,17059,17059,170 円（円（円（円（7/67/67/67/6）まで）まで）まで）まで
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5,7105,7105,7105,710 円の反騰円の反騰円の反騰円の反騰。下げ幅の 23％を戻したわけだが、6666 月の戻り高値の月の戻り高値の月の戻り高値の月の戻り高値の 59,92059,92059,92059,920 円は超えられず円は超えられず円は超えられず円は超えられず、3

分の１戻しも達成していない。 

そうして週末を迎え、あっという間にまた 2,500 円の下落である。雇用統計を見て、利食いも

出たわけだろう。 

 

それでも 53,000 円台で底を打っているのではないか？とは考えているが、よもやの世界景気

悪化から底抜けの懸念も皆無ではないし、ここでまた下げ止まれば次こそ抜けて、6 万円台返り

咲きもないとは言えないし…である。 

正直言って、非常に判断を下しづらい場面だ。当方がそうだということは、他の市場参加者も

同じであろうから、順当ならば逆張り・もみ合いに入るのだろう。 

    

 一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \78,910 3 月 15 日 \57,700 6 月 22 日 \61,770 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15 日 \56,410 6 月 22 日 \60,790 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \54,850 6 月 26 日 \59,470 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \54,040 6 月 26 日 \58,560 

2012 年 12 月 \61,470 5 月 28 日 \61,930 5 月 30 日 \53,530 6 月 26 日 \58,070 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \\\\59,17059,17059,17059,170    7777 月月月月 6666 日日日日    \53,460 6 月 26 日 \57,920 

    

7/67/67/67/6 現在の現在の現在の現在の業者間転業者間転業者間転業者間転売価格は売価格は売価格は売価格は、、、、…中略… 

  

6/6/6/6/30303030 現在の現在の現在の現在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、53,000 円台で底は入っているとは思うが、6 万円回復も簡単では

なさそう。しばらくは、もみ合い乱高下の逆張り相場入りか。 

 

 

今週の灯油の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

7 月 2 日 \57,250 1620 \59,860 1860 

7 月 3 日 \57,820 570 \60,490 630 

7 月 4 日 \59,110 1290 \62,010 1520 

7 月 5 日 \58,820 -290 \61,690 -320 

7 月 6 日 \58,890 70 \61,640 -50 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…先週号においては『57,000 円で底、もしくは底値圏入りはしているのだろ

う。しかし本格的な買い相場に入るかどうかは、まだ疑問。売り玉は手仕舞いで、様子を見るの

がベターであろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、急反騰に転じた相場が 62,84062,84062,84062,840 円（円（円（円（6/86/86/86/8）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。安値から一気に 5,000

円以上戻したが、週末の夜間取引では週末の夜間取引では週末の夜間取引では週末の夜間取引では 60,72060,72060,72060,720 円まで一時値を消して円まで一時値を消して円まで一時値を消して円まで一時値を消しており、高値からはまた 2,000

円超の反落である。 

○ 東京灯油日足 
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…削除済み… 

75,73075,73075,73075,730 円円円円（（（（3/153/153/153/15））））→→→→57,57,57,57,040404040000 円（円（円（円（6/6/6/6/25252525）まで）まで）まで）まで 18,69018,69018,69018,690 円円円円下げた相場は、下げた相場は、下げた相場は、下げた相場は、62,84062,84062,84062,840 円（円（円（円（6/86/86/86/8）まで）まで）まで）まで

5,8005,8005,8005,800 円戻し、その後円戻し、その後円戻し、その後円戻し、その後 2,1202,1202,1202,120 円の下落である円の下落である円の下落である円の下落である。 

    

    『57,00057,00057,00057,000 円はほぼ底値圏であろうし、いずれは円はほぼ底値圏であろうし、いずれは円はほぼ底値圏であろうし、いずれは円はほぼ底値圏であろうし、いずれは 65,00065,00065,00065,000 円程度までなら上がって行くだろう。円程度までなら上がって行くだろう。円程度までなら上がって行くだろう。円程度までなら上がって行くだろう。

先物は、最大需要期の先物は、最大需要期の先物は、最大需要期の先物は、最大需要期の 1111 月限であるし月限であるし月限であるし月限であるし』という考え方に変化はないが、ちょっとタイミングが

狂うと 2,000 円は一撃で動くゆえ、言うは易し、行うは難しであろう。    

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \75,130 3 月 15 日 \54,800 6 月 29 日 \58,890 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15 日 \54,950 6 月 29 日 \59,180 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \55,650 6 月 29 日 \60,220 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \56,350 6 月 26 日 \61,100 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \64,550 5 月 30 日 \56,800 6 月 26 日 \61,550 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \\\\62,84062,84062,84062,840    7777 月月月月 6666 日日日日    \57,080 6 月 29 日 \61,640 

  

7/67/67/67/6 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

6/6/6/6/30303030 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、底は入っている相場であろうが、何らかのきっかけがないと大き

く舞い上がるのもまだ難しいだろう。丹念な押し目買いでの対処が必要だと見る。 

  

  

  

〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

週末の NY 市場では、79.62 円での終了。80 円台では円が買われ、かと言って大きく円高に

も振れずに、もみ合いの展開となっている。 

 

先週末の EU 首脳会談合意は、ユーロ高への呼び水となったわけだが、今週末の米雇用統計

の発表では、｢雇用統計の内容は良くないが、QE3 をすぐやるほどではないので、景気悪化懸念

でまたドルへの信用回避｣という、何だか分かったような判らないような話。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

先週末に｢先週末に｢先週末に｢先週末に｢EUEUEUEU 合意の報合意の報合意の報合意の報｣で買われたユーロは、あっという間｣で買われたユーロは、あっという間｣で買われたユーロは、あっという間｣で買われたユーロは、あっという間に元の木阿彌に元の木阿彌に元の木阿彌に元の木阿彌。週末は 99 円台に

入っていたが、週末の NY 市場では 97 円台まで円高/ユーロ安が進んでいる。 

結局、元の木阿弥どころか、その時点よりも円高となっているわけで、また 95 円台を目指す
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のか？というチャートだ。 

 

もしもそうなるのなら、今の国内商品相場はこのチャートと同じように動いているわけで、商

品市場も下落してしまうという事になる。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 EU 合意で戻した以上にドル高になっているのは、ユーロ/ドル相場も同じだ。特に雇用統計

が発表された週末は、年初来安値を更新年初来安値を更新年初来安値を更新年初来安値を更新している。 

 結局、スペインへの支援も、年内は間に合わないとの観測も出ており、再びスペイン国債の金

利が急騰しているなど、まさにユーロはどうにもならない状況へと舞い戻っているわけだまさにユーロはどうにもならない状況へと舞い戻っているわけだまさにユーロはどうにもならない状況へと舞い戻っているわけだまさにユーロはどうにもならない状況へと舞い戻っているわけだ。諸

行無常のユーロかな…というところか。 

 

 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 
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